
放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

第
１
学
期（
４
月
入
学
生
）募
集

宝
く
じ
に
よ
る
助
成
金
で

備
品
を
整
備
し
ま
し
た

中
部
電
力
株
式
会
社
電
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
カ
ン
パ
ニ
ー
佐
久
営

業
所
と
の
災
害
協
定
の
締
結

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

約
３
０
０
の
科
目
が
あ
り
、
１

科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
気
の
心
理
学
を
は
じ
め
社
会
か

ら
自
然
ま
で
幅
広
い
分
野
の
授
業

が
あ
り
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間

○
第
１
回　

　

受
け
付
け
中

　
　

〜
２
月
28
日（
木
）

○
第
２
回　

　

３
月
１
日（
金
）

　
　

〜
３
月
17
日（
日
）

　

資
料
請
求
・
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.ouj.ac.jp

）

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

 

０
２
６
６（
58
）２
３
３
２

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

で
あ
る
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
実
施
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
向
原

区
の
備
品
を
、
宝
く
じ
の
助
成
金

に
よ
り
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
備
品
を
活
用

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
災
害
時
の
連
絡
体
制

の
確
立
、
相
互
協
力
、
電
力
供
給

施
設
に
関
す
る
保
安
伐
採
に
つ
い

て
、
中
部
電
力
株
式
会
社
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
ン
パ
ニ
ー
佐
久

営
業
所
と
11
月
６
日
に
災
害
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

中
部
電
力
株
式
会
社
様
よ
り
過
去

の
災
害
を
踏
ま
え
、
災
害
時
に
お

け
る
電
力
供
給
等
の
相
互
連
携
・

協
力
を
目
的
に
協
定
を
締
結
し
た

い
と
い
う
お
話
し
を
い
た
だ
き
、

協
定
締
結
に
向
け
協
議
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で

の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
今

後
も
幅
広
く
民
間
企
業
・
団
体
と

の
災
害
協
定
の
締
結
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課
地
域
振
興
係

 

（
32
）３
１
１
２ 発電機 除雪機

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
防
災
情
報
係

 

（
32
）３
１
１
１

防
災 

ま
め 

知
識

ま
め

罹り

災さ
い

証
明
書
と
は

　
「
罹
災
証
明
」と
は
、
自
然
災
害

に
よ
っ
て
住
家
な
ど
が
破
損
し
た

場
合
に
、
町
が
被
災
状
況
の
現
地

調
査
等
を
行
い
、
確
認
し
た
事
実

に
基
づ
き
発
行
す
る
証
明
書
で
す
。

こ
の
証
明
は
、
保
険
の
請
求
な
ど

の
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

被
災
認
定
の
基
準

【
全
壊
】　

● 

住
居
全
体
が
損
壊
、
焼
失
、
流

出
な
ど
し
た
場
合
で
、
住
居
を

補
修
し
て
も
二
度
と
住
め
な
い

場
合

● 

住
居
が
損
壊
、
焼
失
、
流
出
な

ど
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
部

分
の
床
面
積
が
70
％
以
上

【
大
規
模
半
壊
】　

● 

居
住
す
る
住
宅
が
半
壊
し
、
構

造
耐
力
上
主
要
な
部
分
の
補
修

を
含
む
大
規
模
な
補
修
を
行
わ

な
け
れ
ば
当
該
住
宅
に
居
住
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合

● 

住
居
が
損
壊
、
焼
失
、
流
出
な

ど
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
部

分
の
床
面
積
が
50
％
以
上
70
％

未
満

【
半
壊
】

● 

住
居
の
一
部
が
損
壊
、
焼
失
、

流
出
な
ど
し
た
が
、
修
理
を
す

そ
の
27

れ
ば
元
通
り
に
住
む
こ
と
が
で

き
る
場
合

● 

住
居
が
損
壊
、
焼
失
、
流
出
な

ど
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
部

分
の
床
面
積
が
20
％
以
上
40
％

未
満

【
一
部
損
壊
】

● 

住
居
の
一
部
が
損
害
を
受
け
た

が
、
損
害
内
容
が
軽
微
で「
半

壊
」に
至
ら
な
い
程
度
で
あ
り
、

補
修
を
必
要
と
す
る
程
度
の
場

合
● 

住
居
が
損
壊
、
焼
失
、
流
出
な

ど
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
部

分
の
床
面
積
が
20
％
未
満

【
床
上
浸
水
】

● 

住
家
の
床
よ
り
上
に
浸
水
し
た

も
の
及
び
全
壊
・
半
壊
に
は
該

当
し
な
い
が
、
土
砂
竹
木
の
堆

積
に
よ
り
一
時
的
に
居
住
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合

【
床
下
浸
水
】

● 

床
下
浸
水
に
至
ら
な
い
程
度
に

浸
水
し
た
場
合

　

罹
災
証
明
書
を
発
行
し
て
も
ら

う
と
、
公
的
な
支
援
や
民
間
の
支

援
な
ど
各
種
の
支
援
を
受
け
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
災
害
被

害
に
遭
っ
た
場
合
に
は
忘
れ
ず
に

罹
災
証
明
書
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
防
災
情
報
係（
32
）３
１
１
１

向原区
　向原区では、発電機と除雪機などを整備しました。

みよた広報 やまゆり　2019年1月号 （14）　
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こ
ん
に
ち
は
農
業
委
員
会
で
す

■
農
業
委
員
会
事
務
局（
32
）3
1
1
3

❶ 

確
定
拠
出
型
で
長
期
に
安
定

し
た
制
度
で
す

　

農
業
者
年
金
は
、
積
立
方
式

の
確
定
拠
出
型
年
金
で
す
。
加

入
者
や
受
給
者
の
数
に
影
響
さ

れ
な
い
安
定
し
た
年
金
制
度
で
、

運
用
利
回
り
の
状
況
な
ど
で
保

険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

❷ 

農
業
者
の
方
は
、
広
く
加
入

で
き
ま
す

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
60
歳
未
満
の
人
は
誰

で
も
加
入
で
き
ま
す
。
農
地
を

持
っ
て
い
な
い
農
業
者
、
ま
た
、

配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
家
族

従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

脱
退
は
、
自
由
で
す
。
脱
退

一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

加
入
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
支

払
っ
た
保
険
料
は
将
来
年
金
と

し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

❸ 

保
険
料
は
自
由
に
設
定
で
き

ま
す

　

毎
月
の
保
険
料
は
、
２
万
円

か
ら
最
高
６
万
７
千
円
ま
で
千

ご
存
知
で
す
か
？
　
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

円
単
位
で
自
由
に
設
定
す
る
こ

と
が
で
き
、
払
い
込
み
期
間
中

で
も
保
険
料
額
の
変
更
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
条
件
を
満
た
す

方
は
、
保
険
料
の
補
助
制
度
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❹ 
80
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た

終
身
年
金
で
す

　

年
金
は
、
終
身
で
受
け
取
れ

ま
す
。
も
し
、
80
歳
に
な
ら
れ

る
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、

死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳
に
な

る
ま
で
に
受
け
取
る
予
定
で

あ
っ
た
金
額
が
、
死
亡
一
時
金

と
し
て
ご
遺
族
の
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

❺ 

税
制
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま

す

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
更
に
、
将
来
受
け

取
る
農
業
者
年
金
は
、
公
的
年

金
等
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

担当課 工　事　名 請負金額（円） 請負業者 工      期

教育委員会 平成30年度 町単独 御代田南小学校 グラウンド整備工事 31,223,880 大井建設工業㈱ H30.10.10～H31.2.28

町　民　課 平成30年度 町単独 
 井戸沢一般廃棄物最終処分場目隠しフェンス改修工事 4,957,200 ㈲金澤建設工業 H30.10.9～H30.12.20

産業経済課 平成30年度 農業競争力強化農地整備事業 
 御代田地区３工区 農業用用排水路工事 5,567,076 飯田建設工業㈱ H30.10.10～H31.3.15

建設水道課 平成30年度 町単独 
 特環公共下水道関連 狸窪古城線 配水管布設替工事 5,508,000 ㈲シナノ設備 H30.10.10～H31.3.29

建設水道課 平成30年度 社会資本整備総合交付金事業 
 大林1号線2工区 舗装修繕工事 25,184,520 ㈱内堀建工 H30.10.10～H30.12.21

建設水道課 平成30年度 町単独 公共下水道(分杭工区)管路施設工事 6,868,800 ㈲シナノ設備 H30.10.23～H31.1.18

建設水道課 平成30年度 町単独 東台11号線 配水管布設替工事 18,252,000 竹花工業㈱ H30.10.22～H31.1.25

建設水道課 平成30年度 町単独 大林９号線 配水管布設替工事 10,260,000 ㈲高橋設備 H30.10.22～H31.1.25

産業経済課 平成30年度 農山漁村地域整備交付金事業 
 児玉雨池地区12工区 農業用用排水路工事 30,348,000 山口工業㈱ H30.11.22～H31.3.25

産業経済課 平成30年度 農山漁村地域整備交付金事業 
 児玉雨池地区13工区 農業用用排水路工事 7,396,401 新陽建設㈱ H30.11.27～H31.3.25

建設水道課 平成30年度 町単独 東原11号線 道路改良工事 5,102,028 ㈱梅村建設工業 H30.11.26～H31.3.20

建設水道課 平成30年度 都市再生整備総合交付金事業 
 南浦３号線 ４工区 道路改良工事 34,016,760 大井建設工業㈱ H30.11.27～H31.3.25

建設水道課 平成30年度 都市再生整備総合交付金事業 
 南浦３号線 ５工区 道路改良工事 38,605,680 大井建設工業㈱ H30.11.27～H31.3.25

問い合わせ先　企画財政課財政係（32）3112

町の入札結果
平成30年10月から平成30年11月までの町の入札結果（予定価格250万円以上）をお知らせします。

（15） みよた広報 やまゆり　2019年1月号


